
第２回大阪市立義務教育諸学校教科用図書選定委員会（小学校・義務教育学校【前期課程】） 

第３地区部会 議事要旨 

 

１ 日 時 令和５年５月 25日（木）午後２時 20分～午後３時 30分 

 

２ 会 場 大阪市教育センター 講義室 

 

３ 出席者 

（委員） 

有富委員、井城委員、稲嶺委員、奥田委員、山口委員、冨山委員  

（事務局） 

  瀬脇首席指導主事、高松総括指導主事、片田総括指導主事、松田指導主事 

 

４ 議 題 

（１） 地区部会長の選出について 

（２） 調査の観点の重点化について 

 

５ 議事要旨 

（１） 委員の互選により、冨山委員が地区部会長に選出された。 

（２） 事務局より、採択地区の現状、調査の観点の重点化について説明を行った。議論の結果、案

のとおり了承された。 

・ 第３地区の重点化した調査の観点を、全種目共通で１－③、２－②、２－④、４－①とし、

項目３について、国語・地図・家庭・保健は②、算数・理科・音楽・図画工作・英語は③、

書写・社会・生活・道徳は④とした。    

（３）  意見等の概要は以下のとおり 

    ・ 思考力・判断力・表現力の育成に加え、基礎的・基本的な技能習得も大切である。 

・ 学校が属している地域や区に対する愛着を大事にする観点から、教科書採択においても地

域と結びつき、地域や故郷を愛することを教科横断も含めて学べるようなものがよい。 

    ・ 外国にルーツをもった子どもが増えてくる傾向にあるため、多文化について理解を深める

とともに、いろいろな立場の人と協力しながら社会をつくっていくという観点も大事である。 

（４） 今後の流れ 

・ 決定した調査の観点の重点化について、専門調査会と学校調査会に共有し、調査研究を行

う。 

・ 各調査研究の結果を、次回、７月４日（火）の第３回選定委員会地区部会で審議する。 

 

６ 会議資料 

 （１） 令和６年度使用教科用図書『調査の観点（小学校・義務教育学校【前期課程】用）』 


